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防
護
柵
を
更
に
補
強
す
る

追
加
鉄
筋
、
ま
た
は
足
ら
な

い
資
材
に
つ
い
て
は
補
助
率

３
分
の
２
以
内
の
町
補
助
制

度
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
３
計
画
（
町
総
合
戦
略
、

第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
、
第
３
期
教
育

振
興
基
本
計
画
）
の
策
定
状

況
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
、
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣

被
害
は
増
え
て
お
り
、
去
る

12
月
議
会
に
お
い
て
も
捕
獲

報
償
金
の
増
額
補
正
が
行
わ

れ
た
。
令
和
６
年
度
の
町
有

害
鳥
獣
対
策
報
償
金
交
付
要

綱
に
基
づ
き
、
交
付
さ
れ
た

報
償
金
の
鳥
獣
別
頭
数
と
金

額
は
い
く
ら
か
。 

　
ま
た
、
近
年
の
被
害
状
況

と
捕
獲
頭
数
は
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
る
か
。

　
令
和
６
年
度
の
現
時
点
で

の
集
計
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
１

２
１
４
頭
で
１
２
５
８
万
５

千
円
、
シ
カ
が
１
７
２
頭
で

２
９
２
万
４
千
円
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
が
２
７
９
頭
で
55
万
８

千
円
、
カ
ラ
ス
が
20
羽
で
２

万
円
、
タ
ヌ
キ
が
５
５
０
頭

で
１
１
０
万
円
、
ア
ナ
グ
マ

が
１
０
３
頭
で
20
万
６
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
令
和
元
年

度
以
降
で
は
令
和
６
年
度
が

最
大
で
、
タ
ヌ
キ
と
ハ
ク
ビ

シ
ン
は
例
年
の
２
倍
に
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
農
作
物
へ
の
被
害

は
、
年
度
途
中
の
集
計
で
は

あ
る
が
３
６
２
万
５
千
円
で

あ
る
。
但
し
、
捕
獲
頭
数
、

被
害
額
の
推
移
は
決
し
て
右

肩
上
が
り
で
は
な
く
、
捕
獲

頭
数
の
多
か
っ
た
年
の
翌
年

は
捕
獲
頭
数
と
被
害
額
が
減

少
し
て
お
り
、
各
年
度
単
位

で
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る

状
況
だ
。

　
　
町
、
有
害
鳥
獣
対
策
報

償
金
交
付
要
綱
で
は
、
11
月

15
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

狩
猟
期
間
中
は
報
償
金
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
県
内
に
お
い
て

令
和
６
年
度
か
ら
こ
の
期
間

中
も
報
償
金
対
象
に
し
て
い

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　
近
年
の
被
害
状
況
を
踏
ま

え
、
本
町
も
要
綱
を
改
正
し

て
通
年
に
す
る
こ
と
を
望
む

が
ど
う
か
。
　

　
狩
猟
期
間
中
も
報
奨
金
対

象
に
す
る
こ
と
は
全
国
的
に

も
動
き
が
あ
り
、
県
内
で
も

一
部
の
市
町
村
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
年
間
を
通
じ
て
報

奨
金
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と

は
、
鳥
獣
被
害
の
縮
小
に
向

け
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
イ

ノ
シ
シ
の
生
息
地
を
同
じ
く

す
る
近
隣
の
四
万
十
市
や
四

万
十
町
と
の
広
域
的
な
関
連

性
、
狩
猟
期
間
中
の
現
場
の

安
全
性
、
倍
増
が
予
想
さ
れ

る
予
算
確
保
等
の
課
題
が
あ

る
。

　
今
後
は
町
内
の
有
害
鳥
獣

防
止
対
策
協
議
会
の
委
員
や

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
、
県
の
指
導
や
他
市
町

村
の
状
況
も
注
視
し
、
制
度

改
正
へ
の
方
向
性
を
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

有害鳥獣対策

被害状況と捕獲頭数は

本年度被害は近年で最高

　
　
令
和
７
年
度
当
初
予
算

編
成
方
針
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
予
算
編
成
上
で
特
に
意

識
し
た
点
は
。

　
ま
た
、
今
後
の
町
財
政
運

営
を
見
通
し
て
考
慮
す
べ
き

点
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。
今
後
、
行
政
財
政
改

革
計
画
な
ど
を
策
定
し
て
取

り
組
む
考
え
は
。

　
令
和
７
年
度
は
厳
し
い
財

政
状
況
下
に
あ
り
、
継
続
的

に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
く
た
め
事
業
の
縮
小
や

期
間
の
延
長
、
廃
止
等
で
財

源
を
生
み
出
し
、
子
育
て
支

援
を
手
厚
く
し
た
。
　
　
　

　
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
る

交
付
税
減
少
を
考
え
る
と
、

で
き
る
だ
け
単
年
度
収
支
を

整
え
、
実
質
公
債
費
比
率
、

基
金
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
管
理

な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
を
上
げ

た
中
、
中
長
期
的
な
見
通
し

を
立
て
て
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
　

　
　
令
和
３
年
７
月
静
岡
県

熱
海
市
で
の
大
雨
に
よ
る
盛

土
崩
壊
に
よ
っ
て
甚
大
な
人

的
・
物
的
被
害
が
発
生
。

　
こ
れ
を
受
け
、
令
和
４
年

５
月
に
「
宅
地
造
成
及
び
特

定
盛
土
規
制
法
」（
通
称

：

盛
土
規
制
法
）
が
公
布
さ
れ
、

県
は
、
今
年
４
月
か
ら
こ
の

法
律
に
基
づ
き
、
規
制
区
域

の
指
定
や
行
為
に
対
す
る
許

可
等
を
開
始
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
町
の
関
わ

り
に
つ
い
て
問
う
。

　
県
が
申
請
を
受
け
付
け
て

審
査
を
実
施
し
、
許
可
基
準

に
適
合
し
て
い
れ
ば
申
請
者

に
対
し
て
許
可
を
出
す
も
の

で
、
町
は
許
可
申
請
の
中
で

直
接
的
な
関
わ
り
は
な
い
が
、

こ
の
際
に
県
か
ら
町
に
対
し

て
公
表
通
知
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
規
制
内
容

に
関
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
に
よ
る
周
知
、
窓
口
相
談

で
の
対
応
、
ま
た
、
業
者
等

へ
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
危

険
盛
土
の
発
見
、
行
政
処
分

等
が
記
載
の
情
報
共
有
に
つ

い
て
県
と
協
力
・
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
。

　
　
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

く
規
制
管
理
さ
れ
、
安
全
性

は
高
ま
る
が
、
宅
地
造
成
規

制
に
比
べ
て
特
定
盛
土
規
制

は
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
届
出
で
済
む
場

合
に
は
地
元
説
明
は
基
本
無

い
た
め
不
安
が
生
じ
る
場
合

も
あ
る
と
思
う
が
、
県
の
現

地
確
認
は
実
施
す
る
の
か
。

　
盛
土
規
制
法
の
中
で
、
内

容
に
よ
っ
て
、
許
可
申
請
と
、

許
可
申
請
ま
で
に
至
ら
な
い

届
出
で
済
む
場
合
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
県
は
現
地
確
認
を

行
う
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
稲
作
被
害
が
今
ま
で
に
な

く
多
く
発
生
し
、
今
年
は
更

に
被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
少
し
で
も
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
現

在
設
置
し
て
い
る
被
害
防
止

柵
な
ど
の
補
強
資
材
の
補
助

支
援
は
行
う
か
。

行政運営

財
政
運
営
上
考
慮
す
べ
き
点
は

ま
ず
単
年
度
収
支
を
整
え
管
理
を

防
止
柵
な
ど
の
補

強
資
材
支
援
は

町
補
助
制
度
の

活
用
を

鳥獣被害防止

県
業
務
だ
が

町
の
関
わ
り
は

県
と
連
携
・
協
力

し
て
対
応

盛土規制法

イノシシ捕獲用檻（上と右）
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